（１１）
2017年3月の行事、活動などの結果
（１）SVリーグ2016年度後期大会が終了
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン

日時：3月1日（水）、18日（土）12:30～16:00　
結果：後期大会終了での最終結果は下の通り。表彰式は4月5日（水）に実施。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ 
	学園　B
	ALBC

-C
	ﾀｯﾁｬｽﾞA 
	ALBC

-A 
	兵庫車椅子
	KFBC
	中崎 
	ﾀｯﾁｬｽﾞC
	ﾀｯﾁｬｽﾞB
	ALBC-Ｂ
	学園
A

	勝点
	 45
	 37
	  36
	 32
	  31
	  30
	  29
	 28
	  26
	  25
	  17
	 16

	点差
	+64
	+38
	+41
	+24
	+42
	-37
	+13
	-24
	-3
	-30
	-64
	-64


（２）Ｍリーグ2016年後期大会が終了
主催：ＢＪ兵庫支部Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村グリーン
日時： 3月12日（日）、26日（日）12:45～16:00
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

結果：後期大会終了での最終結果は下の通り。表彰式は4月9日（日）に実施。
	
	M-1リーグ

	M-2リーグ

	1位
	川阪泰夫（BSC）         129点
	郭　善芳（兵庫車椅子）　  121点

	2位
	安部　宏（神戸グリーン）  120点
	赤鹿武敏（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　 116点


	3位
	篠崎忠孝（BSC）         118点
	高井　睿（神戸ﾀｯﾁｬｰｽﾞ）　 114点


（３）中崎リーグの3月の結果
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 3月6日(月)、20日（月） いずれも　12:30～17:00 
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

結果：


（４）Aリーグカップ2017年前期大会(第5,6節)
主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：3月5日（日）、19日（日）12:45～16:00 　
結果：3月19日終了段階での結果は次の通り。
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	藤川辰美（ＡＬＢＣ）     54点
	小山　潤（ＬＢ京都）     51点

	2位
	奥田　昭（ＡＬＢＣ））   50.5点
	小野叶子（ＡＬＢＣ）     46点

	3位
	山崎清子（ＡＬＢＣ）     48点
	角田　信（タッチャーズ） 42点
坂本紘一（タッチャーズ） 42点


　（５) World Cup Indoor Singles 大会
　　　　　主催：World Bowls
　　　　　日時： 3月12日(日)～23日（木） 
場所：オーストラリアＮＳＷ州　ワリラ・ボウルズ＆レクレーション・クラブ
　　　　　参加選手：世界各国・地域の代表（男子28人、女子24人）が参加し、日本からは江村健一、佐藤正子選手（オーストラリア・クラブ）が出場。

　　　　　結果：あとのページに出場選手らの感想記事を掲載している。
	
	江村健一（男子セクション１）
	佐藤正子（女子セクション２）

	
	対戦相手
	成績結果
	対戦相手
	成績結果

	第1日
	スペイン

マカオ
	〇16:1, 11:3
×6:7, 11:2, 0:3
	シンガポール
ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ
	×11:0, 8:10, 2:3
×5:8, 5:13

	第2日
	マレーシア

ナンビア
	×5:12, 7:7

〇8:6, 7:6
	イスラエル
フィリッピン
	〇6:9, 15:4, 4:1
×4:11, 2:11

	第3日
	ﾉｰﾌｫｰｸｱｲﾗﾝﾄﾞ

ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ
	〇4:10, 10:5, 3:1
×9:9, 4:6
	ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ
ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ
	×4:8, 4:11
〇5:7, 8:4, 5:0

	第4日
	イスラエル

ジャージー

スコットランド
	〇11:6, 8:5
×2:16, 8:4, 0:3
×8:8, 6:7
	南アフリカ

	×4:10, 5:10



	第5日
	オーストラリア
カナダ
	×2:17, 3:6
×8:11,5:19
	オランダ
スコットランド
	〇7:9, 11:5, 6:0
×7:9, 1:13

	第6日
	ボツアナ
	〇16:4, 12:4
	アメリカ
	〇10:2, 9:5

	総括
	5勝7敗で予選13名中の7位
	4勝6敗で予選11名中の7位

	優勝者
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱのJeremy Henry選手
	ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞのJo Edwards選手


（６）第20回タイガーボウルズ大会
　　　　　主催：中国ローンボウルズ協会
　　　　　日時・場所： 3月11日(土)～12日（日） 香港

3月13日(月)～15日（水） 深圳（広東省）

3月16日(木)～18日（土） 珠海（広東省）
競技種目：男子フォア―ズ、女子フォア―ズ
　　　　　参加選手：男子　小野宦司(ALBC)、安達順一（YC&AC）

                          合田純二、森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）

　　　　　　　　　　女子　西條和子、垣内紀子(ALBC)、森　弘子、合田洋子（学園ﾜｲｽﾞ）
　　　　　結果①：香港ツアー（3ｴﾝﾄﾞ＋3ｴﾝﾄﾞ＋2ｴﾝﾄﾞのスキン方式）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　男子チーム
	
	対戦相手
	ポイント結果
	総合結果

	予選ﾗｳﾝﾄﾞ
（3月11日）

会場はCCC-

Bグリーン
	第1ゲーム
	VLBC-C(香港)
	8：0（完勝）
	獲得合計ポイント18で、

67チーム中の28位となり、ｶｯﾌﾟｾｸｼｮﾝ（上位ｸﾞﾙｰﾌﾟ）の決勝ラウンド進出

	
	第2ゲーム
	KBGC-A (香港)
	2：6
	

	
	第3ゲーム
	CPLBC (香港)
	6：2
	

	
	第4ゲーム
	SBS-C (香港)
	2：6
	

	決勝ﾗｳﾝﾄﾞ

（3月12日）
会場はCCC-

Ａグリーン
	第1ゲーム
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱB
	4：4
	獲得合計ポイント15で、

ｶｯﾌﾟｾｸｼｮﾝ35チーム中の
19位に終わる。
優勝はﾌｨｰｼﾞｰ･ﾁｰﾑ。

	
	第2ゲーム
	CELBC (香港)
	6：2
	

	
	第3ゲーム
	HKFC-A (香港)
	3：5
	

	
	第4ゲーム
	AYFP (香港)
	2：6
	


 　　　　　　　　女子チーム：予選ﾗｳﾝﾄﾞ（会場はCCC-Ａグリーン）は獲得合計ポイン
ト19で、42チーム中の12位となり、ｶｯﾌﾟｾｸｼｮﾝ（上位ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ）の決勝ラウンド進出。
決勝ﾗｳﾝﾄﾞ（会場はHKFCアウトドア・グリーン）は獲得
合計ポイント10で、ｶｯﾌﾟｾｸｼｮﾝ21チーム中の18位に終
わる。優勝はGBLBC(香港)。
　　　　　結果②：中国ツアー（4ｴﾝﾄﾞ＋4ｴﾝﾄﾞ＋2ｴﾝﾄﾞのスキン方式）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　男子チームは出場20チームを10チームずつ2グループに分け、予選ラウンドはグループ内の総当たりで行った。
	
	対戦相手
	ポイント結果
	総合結果

	予選ﾗｳﾝﾄﾞ

（3月14日）

（3月15日）

会場は深圳

ｱｳﾄﾄﾞｱｸﾞﾘｰﾝ

A & B
	第1ゲーム
	マレーシア
	0：8（完敗）
	獲得合計ポイント37で、

10チーム中の6位となり、決勝ラウンド進出を逃した。あと4ポイントあれば決勝進出できた（下位の南アフリカ、インターナショナルからポイントを取り損ねたのがひびいた）。

	
	第2ゲーム
	中国深圳
	7：1(ほぼ完勝)
	

	
	第3ゲーム
	ｵｰｽﾄﾗﾘｱＡ
	7：1(ほぼ完勝)
	

	
	第4ゲーム
	南アフリカ
	2：6
	

	
	第5ゲーム
	フィージー
	1：7(ほぼ完敗)
	

	
	第6ゲーム
	ジンバブエ
	7：1(ほぼ完勝)
	

	
	第7ゲーム
	ｺ銅鑼湾(香港)
	6：2
	

	
	第8ゲーム
	ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
	1：7(ほぼ完敗)
	

	
	第9ゲーム
	韓国
	6：2
	


                 女子チームは、出場7チームの総当たりをまず行い、その中の上位4チームが再度、勝ち抜きトーナメントを行って優勝チームを決めた。
　　　　　　　　　日本女子の予選ラウンド結果は、獲得合計ポイント22で7チーム中の

5位となり、決勝ラウンド進出を逃した。あと3ポイントあれば決勝
進出できた。

決勝ラウンドは、珠海のホテル内の７階に新設された屋内カーペットグリーン（2リンク）で行われ、男子優勝は香港チーム、女子優勝は

チーム・ヘンセライトであった。感想記事を後のページに掲載する。
（７）平成28年度日本障がい者スポーツ協会・競技団体・指導者協議会　合同会議に出席
　　　　　主催：（公財）日本障がい者スポーツ協会
　　　　　日時： 3月2日(木)12:00～15:30

          場所：ヒルトン東京お台場ホテル
議題：１．平成28年度事業報告、平成29年度事業計画

　　　２．各専門委員会活動報告

　　　３．東京2020オリンピック・パラリンピックについて

　　　４．平成29年度総合国際大会について

　　　５．コンプライアンス・ガバナンス強化、スポーツ仲裁について

　　　６．公認障がい者スポーツ指導者育成について

　　　７．協会団体登録について

　　　８．全国障がい者スポーツ大会について
　　　　　参加者：森理事長

　　　　　報告事項：年に1回の総会という事で全国から約300名の県・市スポーツ協会

代表者および競技団体代表者が集まり、議題の件に関しての報告を受け、承認をした。
トピックスとしては、あまり報道されていないが、リオ・パラリンピックにおいて日本は金メダルが1個も取れず（ボッチャで銀メダルを取ったのが最高の成績）でメダル獲得数ランキングでは世界の64位という残念な成績であったことが関係者間では問題にされており、2020年東京パラリンピックでは開催地の面目にかけても成績向上をはからねばならないとされている、ということであった。
具体的な数字目標として、金メダルを20個程度獲得し、世界ランキングで7位を目指すことを掲げ、今から全国的に優秀選手の新規発掘と育成をはかっていくことにする、ということであった。

ボッチャが銀を取ったので、これで金メダルをもっと沢山取れる可能性があると考え、全国にボッチャ普及のための施策も強化しようとしているようである。
（８）横浜市立障害者スポーツ文化センター「横浜ラポール」の
ローンボウルズ・リンク（屋内、人工芝リンク、1リンク）を見学調査
　　　　　日時： 3月2日(木)17:30～18:00

          場所：「横浜ラポール」(新幹線の新横浜駅から日産スタジアム方向に向かって徒歩15分の場所)
参加者：ＢＪから森　理事長、依田副理事長

　　　　先方の応対者は「横浜ラポール」のスポーツ事業課長　山川氏および

　　　　横浜市の健康福祉局障害福祉部担当者　加藤氏
　　　　　内容：最近人工芝の張替リニューワルをされたようであり、リンクの状況、用具などについてアドバイスが欲しいと、ＢＪ事務局に問い合わせがあったために前項の会議出席の帰途に立ち寄ったものである。汽車の都合で時間が30分ほどしか取れなかったが、持参したDreanlin XGのボウルを試投してみた結果等でいくつかのアドバイスをしてきた。基礎コンクリートがセンターラインを境にして左右に若干の水勾配が付いているようであり、Dreanlin XGでは投球したボウルがセンターライン方向に曲がり切らずサイドライン方向にどんどん流れる傾向が（左右どちらについても）見られた。すぐには基礎コンクリートを再施工することも出来ないということで、バイアスの大きい（よく曲がる）ボウルを準備して使用されることをアドバイスした。今後についてはYLBCの依田さんの方で連携を取っていただいて、さらに協力していくことを約束した。
（９）Danny Keating氏からローンボウルズ場の新設プロジェクトについてヒアリング
　　　　　日時： 3月7日(日) 13:00～15:00

          場所：神戸市しあわせの村　研修館第2研修室
参加者：森理事長、小田監事、児島副理事長、坂本・奥田・合田の各理事

議題：Danny Keating氏に神戸まで来ていただき、新設プロジェクトの計画内

容について聞いた。埼玉県さいたま市に1号店を建設予定で進めている

との事であった。
（１０）関東支部臨時役員会議開催
　　　　　日時： 3月19日(日)9:30～12:00

          場所：新宿京王プラザ内コーヒーハウス
参加者：松原(敬)、松原(忍)、黒沢、依田、高峰
議題：１．次期関東支部体制および副理事長(関東支部推薦)の選任について
　　　２．H29年度関東地区行事等の運営体制について

　　　３．その他の参考情報交換：ＹＬＢＣ、帝京中高校の将来動向について
（１１）神戸市しあわせの村へ「ローンボウルズグリーンの抜本的改修について」を依頼
　　　　　日時： 3月24日(日) 10:00～11:00

          場所：神戸市しあわせの村　本館打合せ室
参加者：ＢＪ側　森理事長、児島副理事長、坂本技術・競技部長

　　　　しあわせの村側　山本経営企画課長、山岡経営係長

要旨： 当該グリーンは、設置後30年を経過してかなり経年劣化が進み、近年は性能的にいろいろ不具合が生じていることを説明し、人工芝化などの抜本対策を2021年予定の関西ＷＭＧ大会までには取って欲しいとの要望を提出した。こんご神戸市の担当部署につないで対処していきたいとの回答となった。
2017年4月以降の計画、予定
（１）平成28年度最終理事会、定期総会および平成29年度第1回理事会
場所：名古屋　中京大学八事キャンパス本館08A教室（予定）
日時： 4月15日（土）13:00～18:00
議題：１．平成28年度事業結果報告書および会計決算書の承認

　　　２．平成29年度事業計画書および会計予算書の承認

　　　３．平成29-30年度の役員等の改選選挙

　　　４．その他
（２）兵庫支部2-4-2ペアーズ大会2017
主催：ＢＪ兵庫支部　
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月8日（土）8:45～16:30　 
競技内容：2-4-2方式によるペアーズ戦、一人4球、4ゲーム実施

表彰：優勝、準優勝、第3位、第4位、第8位等々
参加費：一チーム2,000円
参加申込み：ＢＪ兵庫支部　船引支部長まで（先着20チームで締め切り）
（３）名古屋オープン大会
主催：ＢＪ   主管：愛知ボウルズクラブ
後援：名古屋市教育委員会、中日新聞社

協賛：大塚製薬
場所：名古屋市瑞穂スポーツパーク　ラグビー練習場
日時：4月16日（日）8:30～16:30　 
競技内容：男女不問ペアーズ戦、ショートマット形式

1ゲームは一人3球×12エンド（ただし70分の時間制限つき）
これを4ゲーム行って、勝率および得失点差により順位決定する。

　　　　　表彰：優勝、準優勝、第3位
参加費：一人1,000円（ＢＪ会員）、1,200円（ＢＪ非会員）

参加申込み：愛知ボウルズ　小野さんまで（先着16チームで締め切り）
（４）2017春季明石市長賞大会
主催：ＢＪ   主管：Ａリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月23日（日）8:45～17:00　 
競技内容：男女不問トリプルズズ戦、

1ゲームは一人3球×8エンド（ただし75分の時間制限つき）

これを4ゲーム行って、勝率および得失点差により順位決定する。

　　　　　表彰：優勝、準優勝、第3位、第4位、ラッキー7賞、ＢＢ賞
参加費：一チーム2,400円

参加申込み：ALBC　藤川さんまで（先着14チームで締め切り）
（５）SVリーグ2017年度前期大会(第1,2節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本 兵庫支部　　SVリーグ実行委員会　　　

リーダー： ALBC、会計： LB中崎、記録：神戸グリーン　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月5日（水）、22日（土）12:30～16:00　　　

　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×10エンド（75分時間制限）
（６）Ｍリーグ2017年前期大会(第1,2節) 
主催：ＢＪ兵庫支部　Mリーグ実行委員会
場所：神戸市しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：4月9日（日）、29日（土）12:30～16:00　 
競技内容：チーム編成は当日の抽選にて決定。参加人数によりペアーズ、トリプルズ、フォアーズ戦を行う。一人4球×8エンド戦を2ゲーム行う。

ポイントの計算方法は、｛勝ちエンド数×１ポイント+ゲーム勝利のとき2ポイント（引き分けなら1ポイント）｝

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。
参加費：一人200円。 チーム編成は当日の抽選にて決定。
（７）Aリーグカップ2017年前期大会(第7,8節)

主催：ＢＪ兵庫支部　Ａリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：4月2日（日）、16日（日）12:45～16:00　

参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。
参加費：一人200円。チーム編成は当日の抽選にて決定。
（８）中崎リーグの4月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時： 4月3日(月)、17日（月） 

いずれも　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
（９）香港Yuen Long クラブとの親善交流大会

　　　　　 昨年10月と一昨年4月に来日した香港D&Dクラブによる口コミの影響と思わ

れるが、このたびはYuen Long クラブから明石公園での桜観光とローンボウルズ・

ゲームを楽しみに来たいとの申し入れがあり、明石ローンボウルズ協会（ALBC、

　　　　 中崎）が主体となって応対することにしている。先方からの来訪はカップルが
主体で総勢25名である。日程予定は次の通り。　

	日程
	行事計画等

	3月29日（水）
	15:05 関空に出迎え、観光バスで明石まで移送

明石キャッスル・ホテルにチェック・イン

魚の棚等を案内

	3月30日（木）
	9:00～16:00 明石公園で交流ゲーム（フォアーズ対抗戦）
昼食は明石公園の桜花の下で

夕食は日本・香港親睦飲食パーテイー（市内レストランで）

	3月31日（金）
	9:00～15:00 姫路市内および姫路城　観光案内

16:00～     明石市長表敬訪問（予定）

	4月1日（土）
	9:00～16:00 明石公園で交流ゲーム（フォアーズ対抗戦）
夜は垂水のアウトレットモールを観光案内

	4月2日（日）
	三宮バス停から関空に見送り


（１０）マカオのMonte Carloクラブ(6名)との親善交流大会

　　　　　前週の香港Yuen Long クラブに引き続き、翌週の4月9日（日）、10日（月）にはマカオのMonte Carloクラブから6名が神戸、明石に交流試合に来る予定になっている。9日はしあわせの村のＭリーグ大会に参加する予定。10日は明石で交流大会を持つ予定。
（１１）World Masters Games 2017 in Aucklandに参加
　　　　2021年に関西で開催するための調査の意味も含めて参加する。
　　　　　主催：International Masters Games Association
　　　　　日程： 4月19日(水)～5月2日（火） 2週間

          場所：ニュージーランド　オークランド市
競技種目および参加選手：
	競技種目
	参加選手

	男子ﾍﾟｱｰｽﾞ（70-79才の部）
	1. 合田純二・森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）
2. 宮北　茂（神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ）・国頭隆雄（学園ﾜｲｽﾞ）

	男子ﾌｫｱｰｽﾞ（70-79才の部）
	宮北　茂（神戸ﾎﾞｳﾙｽﾞ）・

国頭隆雄・合田純二・森　紘一（学園ﾜｲｽﾞ）

	女子子ﾍﾟｱｰｽﾞ（70-79才の部）
	合田洋子・森　弘子（学園ﾜｲｽﾞ）

	女子ﾌｫｱｰｽﾞ（50-59才の部）
	合田洋子・森　弘子（学園ﾜｲｽﾞ）

Janette Szikra・Katalin Vlamingh (南ｱﾌﾘｶ)

	ﾐｯｸｽﾍﾟｱｰｽﾞ（70-79才の部）
	１.合田純二・合田洋子（学園ﾜｲｽﾞ）

２.森　紘一・森　弘子（学園ﾜｲｽﾞ）


会員からの投稿
香港タイガーボウルズ大会に参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YC&AC  安達順一

今回初めて香港で行われるタイガーボウルズ（第20回）と中国ツアー（第7回）に
参加しました。10日間という長丁場で体力的に大変でしたが、とても楽しく勉強にもなる経験でした。　試合はフォアーズで行われ、男性は関西から３名関東からは私だけでしたが、トータルで10日間のツアーということで参加が難しい方も多く、日本からは男女一組づつでしたが、他の国は2組づつ参加されるところも多かったです。

まず驚いたのは他国や香港などは若いプレーヤーが多く、人気の高さを感じました。
また、香港のローンボール場の充実ぶりはうらやましい限りでした。このような国際大会に参加することで、他の国の方々の高い技術が見れることと、お国事情を色々と学ぶことが出来、LBを楽しむだけでなく多くのことを学べる良い機会となりました。
できれば多くの日本の皆さんにも参加を考えていただければと思いました。

香港ラウンドは男子67チーム、女子42チーム、中国ラウンドは男子20チ―ム、女子7チームの参加でしたが、今後は若手の方でも香港ラウンド（3泊4日）だけでも参加できれば、日本の上位入賞も近い将来にはあり得るのではないかと感じました。
今回、我々は急遽の混成チームながら香港ラウンド19位、中国ラウンド10チーム中6位でしたが、上位4位との差は僅差であり戦い方の工夫では決勝ラウンドに行けそうな感触を今回得られました。
というのは上位入賞チームにも総当たり戦では勝利を得たり、接戦を演じた経験は自信にもなりました。
今後、是非皆さんも腕を磨き国際大会にどんどん参加してみてはいかがでしょうか。
フォアーズという日本ではあまりなじみのない形式でしたが、多くのプレーヤーが参加できチームワークで戦える楽しい試合形式であることも知りました。

また機会があれば参加できればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
”２０１７年　ワールドカップ”　リポート
　　　　　　　　　　　　　　　　オーストラリアクラブ　佐藤正子
今回のワールドカップ出場は、私にとって大変実りの多いものでした。

それは、今まで見えなかったものが、今回は良く見えたからです。

すでに過去３回も出場しましたが、今回と比べると、"一体私は何をしていたのだろう、、、”という気がします。今までは、単にインドアボウリングが良く解からないまま、アウトドアと同じように、ただボウルをジャックに寄せようとしていただけでした。

しかし、今回知ったことは、アウトドアとインドアボウリングは違うということです。 

そのコンセプトは同じかも知れませんが、床はカーペットですから、ラインも違うし、ボウルも外で使う物とは若干違うべきだと思いました。

アウトドアでは、ヘッドはジャックから５０センチ以内３０センチ以内のボウルの寄りで何とかしのげますが、インドアでは床が滑るので、もっと近づけないと、勝ちきれない、と思いました。必然的にインドアでの集中した練習が無い限り、勝つのは大変です。
中には持って生まれた才能のある人も居るかも知れませんが、通常の人にとってはひたすら練習でしょう。上位入賞しているプレイアーは、インドアでのプレイに精通していました。ボウルも私が普段使う種類のものとは違っていました。

この知識は以前から知っていた事ですが、今まではそんなにシリアスには考えていず、「まー何とかやれるのでは」と軽く考えていたと思いますが、今回はそれが良く見えました。

今回は４勝しましたが、ここに至れたのは、事前に何回か現場に来て、集中して練習に励んだ結果と思います。

シンガポール（タミー・タム）戦では、最初のセットを相手を０で負かして勝ったのに、セカンドセットでは勝を急ぎ過ぎて焦り、かえって1点差で負けたのは後々　後悔の残る試合になってしまいました。

彼女には、去年のオーストラリア・オープンでも、エキストラエンドで１点差で負けたので、いつかリベンジしたいです。

また、優勝したジョー・エドワード（ニュージーランド）と対戦した時、勝てませんでしたが、対等に近い戦いができたのは、とても嬉しい思い出です。こんなに上出来なプレイができるなどとは夢にも思いませんでしたが、勝負中はにらまれた程真剣に戦いあいました。彼女はどんなにこちらがジャックを持っていても、そのジャックがボウルにぴったりくっついていても、取り返しました。その技は凄いです。相手のボウルを飛ばさずに、程よいウエイトで動かし移動させる技術は、熟練の技でした。

その他にも、色々なことを学ぶことができた出場経験でした。

選出してくださったBJのご支援ありがとうございます。　　　　　　　　　以上

ワールドカップコーチ録　　　　　　　　

オーストラリアクラブ　佐藤　寿治
　本年度のワールドカップにコーチとして臨み、新たに或は改めて気付いた事々を記し報告とします。大会のハイライトを端的に記せば、勝つべきプレーヤーが順当に頂点に勝ち上ったと言うことになるでしょう。そこから見えるのが旧イギリス連邦の存在で、プレイオフに進んだ予選ラウンド上位３までを見ると、フリッピンを除き残り１１カ国全てが件のメンバーで占められています。ゲーム発祥がイギリスであることを思えば、事改めて詮索するべくも無い常識ということになるでしょうが、牙城を崩す為の考察こそが追う者の持つべき戦略になると信じています。
　BJの代表として臨んだ今回の成績が、男女共各々のセクションの中位で全体としても同じ１４位で、勝ち負けの差がマイナス２まで接近しプレイオフまでの距離を可也詰めたといえます。今後勝ち負けの差をプラス２から３へと逆転すれば、プレイオフに勝ち残りメダル獲得も現実に。勝つ為の要素として『心技体』は、断るまでも無く必須でそれに『環境』も不可欠です。後者の場合は、適正な施設及びプレーヤーに適した用具類そして支援組織まで、円滑な練習と競技会への参加を可能にする広範な事項を含みます。プレーヤーの熱意だけに任せるには限界があり、支援体制の拡充と相俟って初めて表彰台への道が開けます。
　プレーヤーに課される『心技体』の中で、全ての基礎として日々の絶え間ない鍛錬でしか確立できないのが技。中でも全ての技の基礎となるのが距離感覚と、状況に応じた適切な球種の選択。ところが困った事に勝つ為に重要な絶対的な距離感覚の体得は、如何なる名選手でも不可能と断言しても過言でなく、アウトドアーグリーンの場合芝生の状態や風の強弱等で、接触から１ｍ前後の長短までボウルとジャックの距離のずれは避けられません。このボウリングで最も重要で困難な距離感を助け、しかもグリーンペースが１５秒前後という速さも考慮し、殆ど標準となったといえるのがバイアスの大きなボウルの使用です。

　曲がるボウルのエースとなっているのが、ヘンセライト社製の『タイガーⅡ』及び類似の他社製ボウル群で、今年男女通じで初の５連覇を遂げたオーストラリア代表のジェラミー・ヘンリーの使用球として、今後益々利用者を増やしていくのは間違い有りません。手前のボウルを迂回する、最終到達地点近くで殆ど水平に移動してジャックに絡む等、変幻自在という感じでヘッドを固めポイントを稼ぎます。

球種の選択に於いても曲がるボウルの利点を生かし、オンショットでサイドからヘッドを崩す攻撃も多く見られ、改めて力を制する旨さの返し技に感心をしました。

　インドアに限らずニュージーランドの早い草のグリーンでは、ウエイトオーバーに対する制御も肝心で、少々短いかなという距離感でデリバリーして丁度良い具合です。言い換えると『投げ過ぎを戒める』習慣が肝要で、投げ過ぎるデリバリーで勝率を上げるのは至難です。ドライビングショットでも同様で、ウエイトを適宜コントロールして目指す仕事をさせるようにします。国際試合の殆どがデッドエンドの場合、ジャックを指定された場所にリプレイスする方式ですから、力任せにヘッドを崩しても反って傷を深める結果になります。ウエイトをコントロールできるボウラーとして、メダルを目標に練習に励みましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年3月31日（通巻第143号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務部
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